
令和 3年 10月吉日 

会員各位 

徳島県作業療法学会 

学会長 佐尾山 諭 

 

第 19回徳島県作業療法学会についてのお知らせ 

 

謹啓 

平素より、徳島県作業療法士会に対してご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、第 19 回徳島県作業療法学会の参加申し込みや参加費等、詳細が決まりましたのでお知らせ致します。

会員皆様のご参加を賜りまして活気ある学会となりますようお願い申し上げます。 

謹白 

記 

 

１．日  時：令和 4年 1月 23日（日）9:00～受付 

 

２．会  場：専門学校 健祥会学園（〒779-3105 徳島市国府町東高輪 396-1） 

 

３．形  式：現地開催とオンラインによるハイブリット型 

       ※感染拡大状況によっては、オンライン開催のみになる場合がございます。 

 

４．定  員：会場参加者 60名  オンライン参加者 100名 ※ともに先着順 

 

５．プログラム 

   9:45～ 開会式 

 

10:00～ 教育講演  ※【オンライン Live配信】 

「就労支援に関連する制度と資源について」 

      講師 社会福祉法人ファミーユ高知 しごと・生活サポートセンターウェーブ 

副センター長 / 日本作業療法士協会制度対策部就労支援チーム   

中越 太一先生 

10:15～ 特別講演  ※【オンライン Live配信】 

「就労支援の実際 ～就労移行支援、ハローワーク、企業コンサルの経験から～」 

      講師 一般社団法人 Bridge   

代表理事 山口 理貴 先生 

         司会 医療法人 きたじま倚山会 

通所介護 デイフィットネスセンターきたじま 施設長 佐尾山 諭 

 

11:35～ ランチョンセミナー 

「阿南市とこんなん作りました ～ラシーサカードの DVD上映会～」 

講師 小松島病院 リハビリテーション部 / 徳島県作業療法士会 認知症支援推進委員会 

      民 藍子 先生 



  12:30～ 一般演題 セッション①②(口述発表) 

 

 13:40～ 一般演題 セッション③④(口述発表) 

 

  15:00〜 ワークショップⅠ 「教育を語ろう！ ～臨床と学校を繋ぐ方法を考える～」 

       講師  専門学校 健祥会学園 

学科長 奥野 剛史 先生 

      講師  学校法人 勝浦学園 徳島医療福祉専門学校   

教育指導課 主任 濵 敬介 先生 

           ワークショップⅡ 「精神科病院クラスター体験」～何があった？どうしていく？～ 

      講師   医療法人 敬愛会 南海病院   

松本 直樹 先生 

  16:35～ 閉会式 

 

６．一般演題  

【セッション①】(６演題)  

①眼球運動障害を呈した症例 

～復職を目指し眼球運動課題に対する作業療法の介入～    専門学校 健祥会学園 田村 恭佑 氏 

②伸筋腱移行術後の Revrese Kleinert法における段階的なMP関節屈曲負荷が伸展不全に与える影響 

鳴門病院 山家 恭平 氏 

③後方型野球肘に対して肘関節外反ストレス軽減を目的にアプローチした症例 

三加茂田中病院 外山 達也 氏 

④重度高次機能障害を呈した症例に対して環境設定を中心とした介入を行い、 

経鼻栄養から経口摂取可能な状態まで改善した症例            橋本病院 新堀 雅也 氏 

⑤アテローム血栓性脳梗塞による左片麻痺に対し、食事動作への課題指向型アプローチを実施した一症例  

－麻痺側上肢での食器操作の獲得を目指して－            中洲八木病院 客野 貴彦 氏 

⑥脳底動脈先端症候群により社会的行動障害を呈した症例に対するリハビリテーション 

デイサービスセンターFor You‐沖浜‐ 宮成 亮佑 氏 

 

【セッション②】(5演題)          

①訴えを繰り返す認知症患者様への感情の共有体験を通した個人作業療法 

～「痛いです」から「痛くなかった」に変わるには～ TAOKAこころの医療センター 岡澤 沙弥香 氏 

②脳梗塞後、自動車運転再開が可能となった一症例 

訪問看護ステーションはーと 松村 幸治 氏 

③問題行動が頻発する知的障がい者への応用行動分析に基づくかかわり 

－トークン・エコノミー法を用いて－              むつみホスピタル 新居 貴文 氏 

④当院における在宅復帰予測因子の検討 

小松島病院 平山 紗耶 氏 

⑤eスポーツの身体・精神・社会参加における波及効果 

博愛記念病院 中村 公紀 氏 

 

 



【セッション③】(5演題)   

①訪問作業療法による課題把握と実践により自宅退院に繋がった一例 

～キーパーソンとの意見の相違を乗り越えて～           杜のホスピタル 島田 涼介 氏 

②生活行為向上マネジメントとエンディングノート作成を通して在宅復帰支援を行った事例 

鴨島病院 矢本 宏香 氏 

③趣味活動により活動意欲が向上した症例 

訪問看護ステーションはーと 竹内 椋 氏 

④「結婚式に参加する」という希望を叶えた事例  

－作業機能障害の分析から他職種連携を通して－           博愛記念病院 瀬河 亮介 氏 

⑤自分史作成を取り入れた超高齢者とのかかわりについて 

～人間作業モデルの視点を用いた介入～        訪問看護ステーションはーと 高田 昌範 氏 

 

【セッション④】(5演題)   

①疼痛スケールを用いて持続的な疼痛の訴えがある右鎖骨遠位端骨折を呈した症例への介入 

～趣味活動・パン作りの再開を目指して～            きたじま田岡病院 福岡 里美 氏 

②疼痛緩和から在宅生活が安定した一例 

訪問看護ステーションはーと 折上 修也 氏 

③「友達と遊びに行きたい」 

～作業療法において自転車運転技能を再獲得した一症例～         橋本病院 山田 隆貴 氏 

④持続的な誇大妄想が主症状の統合失調症に対する個別作業療法の一例 

～私は医者でイタリア人…今日も明日も料理で暇なし～       杜のホスピタル 平井 早恵 氏 

⑤COVID19後の器質化肺炎に対する作業療法介入例 

海部病院 永野 達郎 氏 

 

７．参加費：県士会員、学生、他医療・介護従事者、一般参加者 無料     

     PT、ST  3,000円   他県士会員 2,000円   

※会費を納入していない県内作業療法士の方は今年度県士会費として参加費と別に 9,000円頂きます。 

 

８．問い合わせ窓口 

〒771-0204 徳島県板野郡北島町鯛浜字川久保 30番地 1 

きたじま田岡病院 リハビリテーション科 舩越 稔 

TEL：070-8848-5477（窓口専用携帯）  FAX：088-698-9988 

 

９．禁止事項 

   以下の禁止事項を遵守ください 

一、本学会に関わる抄録ならびにWeb視聴で掲載されるスライド（スライド・画像・動画など）に関して、 

ビデオ撮影・録音・写真撮影（スクリーンショットを含む）をする行為の禁止 

一、無断転用・複製やWeb上（SNSを含む）に公開することの禁止 

上記を固く禁じますので、ご協力頂きますようにお願い致します。 

 

   尚、参加申し込みをいただいた時点で上記の禁止事項にご同意いただいたものとみなさせていただきます。 

 



１０．事前参加申し込み方法  

   申し込みは下記の E-mailアドレス及び QRコードのどちらからもお申し込みは可能です。 

申し込みアドレス：awa.ot.gakkai@gmail.com 

E-mailの場合は、件名を「第 19回徳島県作業療法学会事前申し込み」とし、メール本文に 

「1．メールアドレス、 2．施設名、 3．氏名（フリガナ）、  

4．職種、 5．会員番号（作業療法士のみ）、 6．当日連絡可能な電話番号、 

7．会場参加 orオンライン参加を選択、 8．参加希望ワークショップ（ⅠorⅡ）を選択」 

を入力して、送信下さい。 

※申し込みは個人毎に参加希望が明確に分かるように記載して下さい。 

※申し込み送信後、3日間を過ぎても返信が無い場合は、お手数ですが窓口専用携帯へご連絡ください。 

※締め切り：令和 3年 12月 22日（水）必着 

※会場参加定員数に達した場合は、オンラインでの参加をご案内する場合がございますので、 

ご了承ください。 

※内容にご不明な点があれば問い合わせ窓口まで連絡をお願いします。 

 

 

 

 

特 別 講 師 紹 介 

◆ 教育講演 １０：００～【オンライン Live配信】 

「就労支援に関連する制度と資源について」 

中越 太一 先生 （社会福祉法人ファミーユ高知、日本作業療法士協会制度対策部障害者支援班） 

 

【略歴】 作業療法士／ジョブコーチ 

2006年 作業療法士取得 

          医療法人精華園 海辺の杜ホスピタル 

2017年 現職   就労継続支援 B型事業所サービス管理責任者 

指定特定相談支援事業所相談支援専門員 

高知県作業療法士会理事を務める 

◆ 特別講演 １０：１５～【オンライン Live配信】 

「就労支援の実際～就労移行支援、ハローワーク、企業コンサルの経験から～」 

山口 理貴 先生 （一般社団法人 Bridge代表理事） 

 

【略歴】 作業療法士／ジョブコーチ／相談支援専門員 

2009年 作業療法士取得 

NPO法人那須フロンティア・ホリデー 

（就労移行支援、ジョブコーチ支援） 

2016年 栃木県内ハローワークの精神障害者雇用トータルサポーター 

2018年 現職 障害者雇用コンサルティング事業（企業支援・雇用障害者の定着支援）、 

指定特定相談支援事業を行う 

日本作業療法士会制度対策部員（障害者支援班就労支援チーム）、 

栃木県作業療法士会理事、栃木県発達障害者支援アドバイザー等を務める 


